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ギリシヤのアテネで「世界の平和と自主化に
世界の 65カ国から 82の代表団が参加した。
はじめに
去る 1988年3月27日より 4月1日にかけて，
このセミナーの「基調報告」はハンス・クレカツキー教
関するチュチェ思想国際セミナー」が開催され，
筆者もこのセミナーで報告をしたが，
授 (Prof，Dr. Hans Klecatsky)によってなされた。
オーストリアの法務大臣でもあった人グレカツキー教授は国際的に知られた法学者であり，
で，現在 Director，Institute of Politlcal Science and Publie Law of Innscruck University 
in Austriaの任務についている。
University Paris I. またパリ第1大学のエドモン・ジューブ教授 (Prof.Dr. Edmond J uve， 
Franc巴〉と，同じくパリ第10大学のピーエル・ブドー教授(Prof，Dr. Pierre Boudot)，前パトナ大
学副学長のT.B.ムケJレジー教授(T.B. Mukherjee， Former Vice.Chancel1or， Patna University)， 
在日朝鮮人科学者代表のパク・ヨンゴン教授 (GeneralAssociation of the Korean Residents in 
イタリーのパドヴァ大学政治学部長のデイノ・フィオロ教授 (DinoFiorot， Japan， Pak Yong)， 
Dean， Faculty of Political Science， Padova Univerity)をはじめ世界各国から，各界のそれ
かつ真剣に報告に参加したが，いずれも現在の世界が当面しているぞれの代表者が積極的に，
戦争の危機をどのようにして克服し，人類の平和と発展の途を確保するには何をなすべきかに
主としてクレカツキー教授の「基調報告」
を紹介しながら，歴史の岐路に立っている人類の当面の課題について，補足的見解を加えなが
ら考えみたい。
ついての見解を述べている。以下この小論で私は，
多国籍企業による資本主義市場支配
「今日，人類は帝国主義者のむこむみずな侵略と軍
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「報告」の冒頭でクレカツキー教授は，
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備増強策動によって，戦争か平和かという，歴史の岐路に立っています」と指摘する。そして
帝国主義は第二次世界大戦の結果致命的な打撃を受け，資本主義は深刻な危機に直面するよう
になったが， しかし帝国主義は，その運命から抜け出るため多国籍企業を形成したとして以下
のように述べている。
“Todey mankind finds itself at a crossroad of history to war or peace， to setback 
or progress due to the imperialists' reckless moves for aggression and arms race. 
During the Second Wor1d War imperialism was administered a fatal blow and capitalism 
was plunged Into a serious crisis. In order to get out of their crisis， imperialists reo-
rganized their ranks in such a way that they internationalized capital through multi-
national enterprises formed with U. S. monopolies as the core. In early 1980s the 
muti回nationalenterpris巴sand the international monetary institntions came to play the 
decisive role in the capitalist market" (クレカッキー 教授の報告は英語によってなされた。〉
すなわち，アメリカ帝国主義はアメリカ独占体を中心として形成された多国籍企業体を通じ
て，資本を国際化する方向で，その隊列を再編成し， 1980年代になって，多国籍企業体と国際
金融機関は，資本主義市場を支配する決定的な勢力となったのである。
儀我壮一郎教授は次のように述べている。
「帝国主義諸国の資本輸出の真の主体は，国家資本の輸出を合めて，各国の金融資本である
が， とくにEEC発足後の1960年前後から，民間資本輸出・直接投資による EEC諸国・日本
などいわゆる先進国における米国企業の在外子会社の新設・拡充の盛行を背景として， ~多国
籍企業~ ~世界企業~ ~国際企業~ ~超国籍企業』その他の美名が，多くの論者により，多様な
意味をもつものとして用いられるようになった。J(儀我壮一郎著『多国籍企業』青木書底， 27ペー
ジ〕
宮崎義一教授も多国籍企業について次のように述べている。
「先進国， とくにアメリカとヨーロッパ聞では， I日帝国主義の時代のように，世界をいくつ
かの勢力圏に分割するのではなく，相互の市場に多国籍企業を受け入れ，その相互依存を認め
あうことによって各国の成長率の差に対してあまり関心を払うことなく，ク'ローパルな市場に
おける多国籍企業聞の共通の利益を達成するために，公然あるいは秘密裏な国際カルテノレの結
成，つまり国際独占化の途が展開されるということである。ペンシルバニア大学のパールミュ
ッター教授 (H.V. Per1mutter)は， 1968年の国際会議において ~1985年までにわれわれは，
すべての基幹産業を支配する約~300 の巨大なる多国籍企業(コングロマリットを合む〉を見出すこ
とであろうJ(Hans Gunter (ed.)， Transnational Industrial Relations， 1972， p.24)と予言したが，
理論的には以上のハイマーの分析がその根拠を準備するものといってよいだろう。今や国際分
業それ自体が多国籍企業内分業によって大きな影響をうけざるを得なくなっている。J(岩波新
書『寡占~ 246~7 ページ〉
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このような多国籍企業は第二次世界大戦後， とくに1950年代末以降，アメリカをはじめとす
る各国の独占資本が，資本の輸出，とくに機能資本の輸出を強め，各国に支社や子会社をつく
り，それら各国の経済を支配下におこうとして生まれた。多国籍企業は資本主義諸国のみなら
ず発展途上国にも進出している。多国籍企業は新植民地主義 (NIEO)の先兵として強力な役割
を演じている。すなわち多国籍企業は，旧植民地主義の頃から支配してきた原料・資源産出部
門および外国貿易，金融部門などにたいする支配を維持し再編するとともに，これらの諸国が
国家的独立を土台として工業化を推進するうえで重要な役割を演ずる製造業部門にも浸透し，
支配したのである。
世界銀行によれば，発展途上国の債務総額は87年末で実に1兆1900億ドルに達してし喝。 78
年時点では4000億ドルだったのであるから，この治大な債務の3分の2はこの10年間につくら
れたことになる。
このような現象の背後には多国籍銀行の進出がある。すなわちアメリカの国際収支危機(ド
ノレ危機〉の進展につれての公的開発資金の不足とともに，民間優位化現象として対商業銀行債
務が発展途上国に集中したのであり，この商業銀行が多国籍企業なのである。このためラテン
.アメリカの主要債務国では輸出の30，._50パーセントの利子支払(1985年〉とL寸事態が発生し
ているのである。
1982年のメキシコのデフォルト危機以来今日まで累積債務危機の進行はストップされていな
~ ¥ 0 リスケジューJレをめぐり IMF・世界銀行，多国籍銀行，先進国政府は共同して，発展途
上国対策を進めている。
さらに世界的規模での垂直統合と水平統合の企業経営を行なう多国籍企業は，発展途上諸国
に子会社をつくる場合，利潤の極大化をはかつて，彼らが最適とおもう部門と最適の場所に集
中する。このため発展途上諸国の経済構造は不合理な様相とならざるを得なくなる。
社会主義諸国が一つの連合勢力として有機的に結束して発展するとL、う点で遅れているのに
対し，帝国主義列強は，今では経済的・政治的に協力しあう一つの連合勢力として国際舞台に
登場し，新植民地主義に依拠して，発展途上諸国を略奪しているのである。
このことをグレカツキー教授は次のように指摘している。
“With the internationalization of capital， the imperialist powers， which were fighting 
with each other for greater foreign market and sphere of influence， came to cooperate 
with one another economically and technically and emerged as sn allied force on 
the international arena. They joined hands in monopolizing the markets of the 
Third World countries and in plundering their natural resources in a neo-colonialist 
way." 
また資本主義諸国は「援助」の美名のもとに発展途上国に自国の商品を押し付け，それと同
時に，天然資源を安価にかき集めている。教授は次のようにLサ。
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“The capitalist powers dumped their goods into lhe developing countries under the 
plea of“aid" and took away natural resource from these countries at low prices. As 
a result， the national industry of the developing countries was destroyed; their living 
standard went from bad to worse; their foreign debt increased e玄orbitant1y:they 
became economically more dependent on imperialist countri8s. 
The foreign debt of the developing countries amounts now to 1，100 bil1ion US dollars 
and the pure intererest alone that they paid to the Western countries in 1984 surpassed 
74 bil1ion dollars." 
新植民地主義のもとでの「援助」は以下のような位置と役割をもっている。
(1) 資本輸出のなかで占める援助の量の増大。 1940"'50年代は圧倒的部分を占め， 60年代で
も私的資本輸出にたいして50パーセント近くも優位を占めていた。
(2) 条件がゆるやかである。古典的植民地主義下の援助は商業ベースで行われたが，新植民
地主義下の援助は，年利 3 パーセント，償還期限20~30年というゆるやかな借款や贈与が主体
になってし帰。外国資本を必要とする発展途上向には受け入れ易く，帝国主義にとっては発展
途上国に浸透するきわめて重要な手段である。
(3) I援助」の見返りとして発展途上諸国の経済開発計画に影響を与え，商品の輸出や建設
工事の入札などで有利な立場に立つ。また私的独占資本のための門戸開放を強要する。
こうした結果として，これら発展途上諸国の民族産業は打撃をうけ，破壊された。このため
発展途上諸国の人民の生活はいっそう貧困の度を加えている。
3 途方もない南・北聞の格差
こうして発展途上諸国は，途方もない~大な債務まで負わされ，帝国主義によって経済的に
ますます従属の途へ追いやられつつある。
第三世界の国々の貧困の度合のはけ、しさは，先進国日本のわれわれには想像を絶するものが
あるが，それは彼らの責任ではない。まさに世界的な不平等な国際経済秩序が存在するためで
ある。
今やクレカツキー教授も指摘しているように，発展途上国の対外債務はl兆1000余億ドルに
達しており， 1984年の西側への支払利子は740億ドルにも達したのである。
このため，今日，南の発展途上国と化の発達した資本主義諸国の聞の貧富の差は「天と地」
ほどの大きなへだたりをもつものとなっており，まことに異常な事態に達しているのである。
このことは次の教字に端的に示されているとして教授は以下のように指摘する。
“The gap in economic status between the developing countries of the south and the 
developed countries of the north has widened beyond measure. In ear1y 1980 s the 
national income per capita amounted to $11，521 in the rich countries which make up 
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only 14% of the world population and to $ 266 in the poor ccuntries which make up 
50.1% of the world population." 
南北聞の，このような大きな貧富の差は，発展途上国の人民にはかり知れない苦痛と不幸を
押しつけている。
すなわち， 1980年代にはいって，世界の人口の約14パーセントを占める富裕な国における人
口一人当たりの国民所得が，平均して1万1521ドルに達しているのに，他方，世界の人口の約
50.1/:>一セントを占めている貧しい国々では，人口一人当たりの国民所得は，平均266ドルに
すぎないというありさまである。
1986年における 1人当たり GNPが1万ドルを超える国は，社会主義国と 2つの産油国を除
いて，世界銀行へ報告された119カ国のなかで，わずか10カ国であり， 1000ドル未満の国は60
カ国である。
世界の50億の人口のなかで，飢えに直面している人たちが7億5000万もおり，約1000万人に
のぼる難民がL、る。
この7億5000万人は絶対的貧困層であり， 1人当たり 1日のカロリー摂取量は極めて低いの
である。
現在，アメリカを 100とすれば最貧困は3の所得水準で、しかない。
先進資本主義諸国はその各国の内部でも貧富の極端な差を生み出しているが，それと同時に
世界的規模でも，言語に絶する貧富の差をつくり出しているのである。
教授はし、う。
“The capitalist powers pil1age natural resources from the developing countries and 
squeeze a huge amount of wealth by means of high interest from the peoples of these 
countries. > 
教授の指摘するように今日，資本主義列強は，発展途上国の天然資源を略奪しているばかり
でなく，高い利子でもって発展途上諸国の人民から莫大な富を収奪しているのである。
しかし事態はそれだけに止まらない。このような事態は先進資本主義諸国にも，はねかえり，
富裕な国にも深刻な影響を与えているのである。なぜなら，発展途上諸国の経済が衰退し，外
債が増加すれば，おのずから発展途上国の人民の購買力と外債支払い能力の低下を招くことに
なるからである。こうなれば，富める諸国の人民自体も，やがては大きな打撃をうけざるを得
なくなるからであり，現実に打撃を受けているのである。
この点を教授は次のように述べている。
“The wide gap between the sotuh and the north pushes the developing countries 
de巴perinto indescribable suffering and misfortunes. It also creates a serious crisis 
for the rich countries， to. The economic deterioration and the increase of foreign 
debt in the developing countries lead to the weakening of the purchasing and redem-
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ption pwer of their people， which finally results in hitting hard the rich countries." 
富裕な資本主義諸国は，発展途上国の購買力の低下にともなって，当然，商品の生産を制限
せざるを得なくなる。そうしてその結果は多くの失業者を生み出すことになる。
今日，富裕なヨーロッパの資本主義諸国では，失業率は10-13パーセントに達している。
一方では，南の貧しい国々で，人々が飢えにさらされているのに，北の富める国々では生産
を制限しているというこの事実のなかに私たちは現代世界の非人間的不合理をみるのである。
教授はこのことを以下のように述べている。
“With the weakening of the purchasing power of the developing countries， the rich 
capitalist powers had to restrict their production of goods and unemployment increesed. 
Today the rate of unemployment in the rich European capitalist countries has gone 
up to 10-13%. 
People in the poor countries of the south go il1clad and hungry whereas the rich 
countries of the north wage a difficult struggle to restrict the production of goods. 
During the period of economic crisis capitalists set fire to goods or sank them deep 
into the sea so as to maintain the prices of goods， and today the rich capitalist coutries 
restrict the production of goods. The two cases al inhumane and differ litle from 
each other. To make it worse， due to the continuous development of science and 
technology， the need I;J.bour powar decreases and unemployment increases funher." 
4 帝国主義の出路=経済の軍事化
ではこの矛盾を資本家陣営はどのように克服しようとするのか。
深刻な経済危機に直面した帝国主義者は，経済の運事化にその出路を求めているのだ。
彼らは社会主義諸国の「車事的脅威」を口にしながら，莫大な資金を投資して軍備競争に拍
車を加え，国際緊張を激化させている。そうして，絶えず，発展途上国が互に争うようにあお
りたてているのである。これもまた非人間的である。
教授はL、う。
“Imperialists are seeking a way out of their serious economic crisis in the militari-
zation of the economy.Clamouring about the “military threat" from socialist countries， 
they invest a huge amount of fund in stepping up armament race， aggravate the inte-
rnational tension and instigate the developing countries to fight against each other." 
今日，帝国主義者は，核軍備競争をくりひろげている。
世界的に，ますます多くの大量殺人兵器が生産されている。
現在，地球上に蓄積されている核弾頭だけでも 5万余にのぼっている。
それゆえ，いったん世界的な戦争が勃発してしまえば，全地球は人類の住むことのできない，
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生きることのできない不毛の廃虚と化し，人類と人類が今日まで創造してきた一切の物質的文
化的富もことごとく灰じんとなってしまうのである。
教授は次のように警告する。
“While launching the armament drive， imerialists are producing more and more 
mass destruction weapons on a world司widescale. Today the nuc1ear warheads alone 
accumulated on the globe total more than 50，000. A global war. once it breaks out， 
wil1 destroy the whole of this planet into a mass of scorched earth impossible to inha-
bit and reduce to ashes human beings and al the precious wealth created by them." 
今日，米ソニ大国を中心に保有している各種核兵器は約5万発，その総爆発威力は1万5千
メガトン(広島型原爆の100万倍〉あるし、は1万8千メガトン(同120万倍)に達するといわれ
ている。その一部が使用されただけでも.人類はその生存の条件を失うのである。
アメリカが中心となって進めている経済の軍事化，軍備拡張政の結果，世界の軍事支出は驚
ろくべき巨額に達している。
1986年度だけで軍事支出は9000億ドルを越えているのである。
各種の核ミサイルが大量に製造され，各地に配備されている。
ミサイル (missi1e)とはロケット爆弾または無線操縦爆弾のように自動推進装置を備えた爆
弾のことである。この爆弾の部分が核弾頭であるのが核ミサイルである。
英戦略研究所の「軍事バランス」は， ミサイノレ ICBM(Intercontinental Ballistic Missile射
程距離6400キロ以上〉と IRBM(Intermediates Range Ballistic Missi1e射程距離2400-6400キロ〉
と MRBM(Medium Range Ballistic Missi1e 射程距離800-2400キロ〉と SRBM(Shot Range 
Attack Missi1射程距離800キロ以下〉とに分類している。これらの大陸間弾道弾，中距離弾道
弾，準中距離弾道弾，短距離攻撃ミサイルのほかにも種々のミサイルが開発されている。
そして局地の小型核戦争が全面核戦争に拡大しないように核兵器を「戦略核兵器」と「戦術
核兵器」へと分類することがキッシンジャーによってなされた。前者は一般に大都市やエ業中
心地を破壊するものであり，後者は軍事目標を攻撃する目的のものであるといわれている。
ミサイノレの開発とその基礎をなしているエレクトロニックス技術の発達は，核兵器の分野を
除いても，陸海空の軍事技術に巨大な変化をもたらし，現代の軍事技術と戦争の概念は，かつ
てのそれとは異質のものとなっている。そして超大国の軍備競争とそれに基づく軍事費の巨大
な増額は，それぞれの国内事情と関連して重要な問題を提起している。
世界保健機構(WHO)は10年の歳月をかけて全地球上から天然痘を追放する事業にとりくん
昨年その目的を達成したが，このために要した費用は 1億ドルであった。じつに世界の1年間
の軍事支出の約1時間分で足りる額である。
世界の軍事支出の増大は戦争の危機をかもすばかりでなく，人々の基本的権利を保償する教
育・社会保障支出を圧迫し，貧困，病苦，飢餓に苦しむ何億とL、う人々を放置し，全人類の発
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展と繁栄の道を閉ざす結果をつくりだしている。
いったい何のために核兵器が必要なのであろうか。
現在の全面核戦争について竹内啓教授は次のような見解を述べている。
「現在では全面核戦争は，たとえ最初の『第1撃』に成功し，それによって敵国を完全に破
壊することができたとしても，必ず破壊的な反撃を招き，自滅につながることについては，超
大国の軍事専門家や政治指導者の聞で意見が一致しているように思われる。
従ってもはや『全面戦争』は，積極的に軍事技術開発の際のシナリオの一部としては考えら
れないといってよいであろう。
勿論全面核戦争が当事者の意志に反して，いわば偶発的な状況から起る危険性はなくなって
はいない。過去の多くの大戦争にしても，すべて当時者の意志に反して起り，或いは拡大して，
初期の予想、を遥かに越えたものになってしまった例は少くなL、。しかし少くとも現在全面核戦
争を意識的計画的に引き起そうとしているものはし、ないといってもよいであろう。j(竹内啓「軍
事技術の変容と戦争J~世界~ 1988年5月， 96ペー ジ〉
では，それにもかかわらず，なぜ核兵器の廃絶，あるいは削減が進まないのであろうか。
竹内教授はこの点について，続けて次のように述べてし泊。
「核兵器の廃絶，或いは削減が進まないのは，その『抑止力』としての性格が強調されるか
らであるが， しかし問1止力』としての軍事力，つまり使わないことを前提とした軍事力とい
う概念は自己矛盾である。そして抑止力は互いに相手側の抑止力に対する信頼が存在する場合
にのみ『抑止力』にとどまるのであって，相手側の抑止力を圧倒することができると思われれ
ば，それは積極的な攻撃手段に転化してしまうであろう。 SDrに対する危慎はこの点からも
生まれる。j(向上〉
こうして大国聞の全面戦争はありえず， I部分戦争j，I限定戦争」のみが，第二次世界大戦
以降みられているとしづ。
また日本についてみるならば，日本は世界に対して，唯一誇ることのできる「平和憲法」下
で着々と「自衛Jの名のもとに軍備を増強し，公然と「憲法」を否定している。日本はアメリ
カと共同して「ソ連の侵略」を防ぐとしているのであるが，ここでわれわれは次のことを考え
ねばならない。 I自衛」とか「他国の脅威」とかが何を意味するかということである。
このところ「日・米・韓」の軍事体制についてしばしば指摘されているし，アメリカと韓国
は毎年「チーム・スピリット」と称して，治大な軍隊を動かして実戦させながらの軍事演習を
行なっている。アメリカは教千キロも離れた朝鮮半島に軍隊を派遣し，何を防衛しようとして
L、るσ〉治、。
社会主義諸国は，アメリカのように遠い海外に軍事力を派遣してはL、ない。北朝鮮も「南侵」
は決してしないと再三言明している。
フィリッピンに，南朝鮮に，沖縄をはじめとする日本の各地に，アメリカはなぜその箪事力
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を展開しているのか。答えは明かである。アメリカ帝国主義を先頭とした資本主義体制の維持
である。資本は労働力商品によって成立する。労働力商品の所有者である人民大薬は資本によ
って搾取されている。人民大衆が資本主義の搾取から解放を求めて立ち上るならば，資本主義
は打倒される。これを防ぐためには，資本主義的支配階級に軍事力は不可欠で、あり，資本主義
のもとでの「軍事化」の理由はここにある。
他方，労働者，人民大衆が社会の主人となっている場合には，人民政権は労働者を搾取する
ための「軍事力」の必要はない。ただ帝国主義の軍事力に対して，防衛力としての軍事力のみ
が必要とされる。この場合の軍事力のみが，本当の意味での「自衛力」である。帝国主義の軍
事力は，その本質において侵略的であるのに対し，社会主義の軍事力は「自衛力」である。ま
たそうあらねばならない。残念ながら，現実において，これと相異する事態が発生しているが，
必然的誤ちではないが，やはりそれは誤ちである。
「軍事力」の正体が明らかになった以上，全世界の平和勢力は団結して，平和を擁護し，帝
国主義の戦争政策に反対しなければない。
今日，核戦争が惹き起されるなら，その被害がえき大なものであることは万人によって認めら
れている。
考えてみるなら，われわれ1人ひとりの生命は人類の生命の一部であるが，その人類の生命
は，長い歴史的過程を経て，物質世界の悠久な進化発展の結果ようやく社会的存在として誕生
したところの，この上もなく貴重な生命なのである。
そして，今日，人類は自分の運命を自主的に創造的に切り聞くことのできる歴史の新い、時
代を迎えているのである。
それゆえ，人聞が自分自身の運命を亡ぼしてしまう戦争を起こすならば，これにまさる罪悪
はない。したがって核戦争を起こす人びとは「人類の敵」としての賂印を押されなければなら
ない。
こうして，われわれは何としても核戦争を無条件に阻止しなければならず，世界の平和を守
らなければならない。
実に，戦争か平和かとしづ問題は，人類の運命・世界の運命にかかわる死活の問題である。
今日の人類は，ひきつづき弱肉強食をこととする動物の法則にのっとって世界を核戦争の塗
炭の苦しみのなかにつきおとすか，反対に，戦争を阻止して平和を擁護することによって，世
紀末的な危機を克服し，全人類が平和と繁栄を享受する新しい21世紀を迎えることができるか
むづ，歴史の岐路に立っているのである。
教授はこのことを以下のように述べている。
“As for the tife of mankind， the parent body of al our lives， itis a priceless life 
which came into existance in the long laborious course of the evolution of the material 
world. 
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Today mankind has finally ushered in a new age of history when it holds the posi-
tion of nature and hews out its destiny in an independent and creative way. There 
would be no greater historical mistake， no greater crime than to ignite a war which 
wil1 lead mankind to destruction. Therefore， those who try to break out a thermo-
nuclear war must be branded as the enemy of mankind; a thermo-nuclear war must 
be unconditionally prevented and the world peace safeguarded. 
The question of war or peace is indeed vital for the destiny of mankind and of the 
world. Today it can be said that mankind is at a crossroad of history; whether it 
wil1 plunge the world into a thermo-nuclear holocaust according to the law of the 
jungle or it wil1 usher in the 21st century when th巴wholeof mankind wil1 enjoy 
happiness and prosperity by preventinting war， defending peace and removing the 
present crisis." 
われわれ日本人は，とくに平和への決意を失ってはならない理由がある。それは日本は戦争
放棄をした国だからである。
犬養道子女史は日本の平和憲法について次のように述べている。
「この憲法は，だから，いじってはならぬ。何をどういじくりまわそうとも，これだけはい
じってはならぬ。万が一，いじったとき，われわれの失うものはわれわれ自身である。いや，
それ以上のもの，すなわち，他に貢献することあまりにも少なかったこの島々が，広島・長崎
・沖縄のあまりと言えばあまりにも酷い体験を通って，敗戦を経て，やっと世界に貢献すべく
ともしかかげた灯を消し去り，ひいては原爆の恐ろしさを忘れ去ることになる。Jcr新しL、酒」
『世界~ 1988年5月251ペー ジ〉
日本の軍国主義化を，国民をだましながら進めている一部の政治家，財界人はこの言葉をど
う受けとめるであろうか。
日本が世界に誇ることのできる唯一のものが，まさに「平和憲法」であるという自覚をすべ
ての日本人のものとしなければならない。
5 世界の平和と自主化への途
今日，世界の人民にとって， もっとも切実で重要な課題は，クレカツキー教授の指摘してい
るように，侵略と戦争を阻止し， 自主化された平和な新しL、世界を建設することである。
“When peace is maintained， itis possible to create favourable conditions for bui1ding '-'~ 
an ind巴pendentand properous world; and wohen the whole world is made independent， 
it is possible to prevent aggression and war and to reliably ensure the peaceful exista-
nce and development of mankind. 
In order to bui1d a new peaceful independent world， itis necessary to develop ，peace 
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movement on a wor1dwide scal. 
The danger of a new war is great because imperialists are sticking to the old inter-
national economic order based on neo-colonialism and seeking a way out of their eco・
nomic crisis in the militarization of the economy and in the aggravation of the interna-
tional tension. It is true that the absolute majorilY of the world people oppose war 
and want peace， but vast means of war are sti1l in the hands of imperialists. Such 
being the case， ifit is neglected to defend peace， a new world war may break out at 
any mo口lent.
Tbday， itis the most pressing and important tant task of the world people to pre-
vent aggression and war and to build a new peaceful independent world. 
The struggle for peace is the strnggle for global independence and vice versa. 
It would be wrong to think that war is fatal beyond the control of human beings. 
It would also be a mistake to consider that the domination by force of the weak by 
the strong is a kind of law inevitable in human relationship. It is man who can 
break out war， and it is also man who can prevent it. Therefore， peace can be. safe-
guarded when the peace-loving forces opposed to war overpowers the forces of war. 
The point is how to conduct peace movement." 
この点につき教授は次のように強調している。そもそも自主化とは何であろうか。自主化と
は人民大衆の自主性を実現することである。人民大衆が自然と社会のあらゆる従属と束縛から
抜けで、て，自主的で創造的な生活を営むことができるようにすることが自主化である。自主的
に生きょうとするのは人間の本性的要求である。人聞が自主的にではなく，受動的に，本能的
にのみ生きるならば，それは他の動物と区別のない生き方である。それゆえ自主性は人聞を人
間たらしめるところの人間の本質的属性である。
人類の発展の全過程は，まさに自主性のための闘争過程であったし，人類の存在する限りひ
きつづきそれはおこなわれるであろう。
人民大衆が自然と社会の主人となって，自主的に創造的に生きるとき，そのとき世界の真の
平和が実現される。
世界的にみて，現在，帝国主義は，自主化を妨げている元兇である。帝国主義の影響を一掃
しなければ世界の自主化は実現しない。
すなわち，自主化された世界とは，あらゆる形態の植民地主義を世界的に完全に一掃して，
すべての固と民族の自主権が完全に実現された世界である。
自主化とは，各国の人民大衆がその固な主人となり，自主的・創造的に生活することである。
勤労人民大衆が搾取のなL、，抑圧のない社会をつくり，世界的に自主化を達成するなら，植民
地主義は一掃され，世界の平和は達成される。
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全世界の自主化が実現されなければ，世界のすべての国の人民が支配と従属らか脱却して，
自由で幸せな生活を送ることのできる新しし、社会を建設することも，侵略と戦争を終らせ，人
類が平和に生きることのできる新しい世界を建設することもできない。
平和を守る闘争はとりもなおさず全世界の自主化を実現する闘争であり，全世界の自主化を
めざす闘争はとりもなおさず世界の平和を守る闘争である。
今日，日本は日米安保体制のもとでアメリカの核戦略にいっそう深くくみこまれている。そ
してひとりわが国の平和と安全を脅かしているばかりでなく，アジアと世界の平和と安全を危
うくする遣をすすんでいる。
今年のはじめ，日米の防衛首脳はワシントンでの協議で， i日本有事の際に重装備の米軍の
来援を円滑にするための共同研究」に着手することで合意した。 i日米有事の際」とはし、うま
でもなく嘘であり，実は「アメリカが必要とする際」にほかならない。しかも，この米軍の
「有事来援」なるものは，朝鮮を主な対策としているのである。
アジアと世界の平和を守り，それを確固としたものにするためにはクレカツキー教授のいう
ように，人民大衆に戦争の危険の根源を正しく認識させるとともに，帝国主義者の準備してい
る核戦争がいかに無謀かつ犯罪的であるかを暴露することにより，戦争に反対して闘うことで
ある。
それゆえ重要なことは，人民大衆を自主的な平和擁護思想、で覚醒させることである。なによ
りもまず，人々に新たな世界戦争の根源がどこにあるかをはっきり認識させ，平和を守る闘争
の方途がなんであるかをよく知らせることが基本である。人聞が何らかの行動に出る前提は，
その行動を起そうとする目的意識だからである。
教授はL、う。
“Maa's qualities and activities are determined by his ideological consciousness. Only 
when they have an ideology of independence， can people become masters of the world 
and fight devotedly against al sorts of fetters and snbjugations which encroach upon 
the independence of man. 
The key to success in the struggle for peace and independence throughout the world 
lies in the constant development and wide dissemination of al independent ideas. 
The ideas of independeence which ref1ect the fundamental demands and interests of 
human beings who are desirous of living and developing in an independent way were 
neither evolved in a particular age nor are the monopoly of a particular 'nation or 
people. It is the common demand and aspirations of al people at present， too， as 
in the past， tolive and develop independent1y as masters of the wor1d and of the 
wor1d and of their own destiny." 
ここでクレカツキー教授が指摘しているように，人間の品格と活動を規定するのは，その思
歴史の岐路に立つ人類の課題 13 
想、・意識である。人間は自主的な思想、をもってはじめて世界の主人としての風格と資質を身に
つけることができ，人間の自主性を犯すあらゆる束縛と従属に反対して，積極的にたたかうこ
とができる。
世界の平和を守り，全世界を自主化する闘争において，基本的な鍵となるのは，人類が創造
したすべての自主的な思想を絶えず発展させ，広く普及することである。
自主的に生き，発展しようとする人間の根本要求と利益を反映した自主的な思想は，ある特
定の民族や人民の独占物ではなく，またある限られた時代の創造物でもない。自主的に生き発
展しようとするのは，現在も過去もかわることのなL、，すべての人間に共通した要求・志向で
あり，人類共同の富である。
教授はし、う。
“Therefore， itis important to imbue people with a peace-loving ideology of indepen-
dence. 
It is essential， first of al， tobring home to the people where the source of a new 
wor1d war lies and what the way to defend peace is." 
戦争に反対し，平和を擁護することは，今日，人類の第1の急務である。
では誰が平和を破壊しているのだろうか。それは前述のようにアメリカ帝国主義である。
今日，アメリカは，世界を支配しようとする野望から軍事費を増やしている。アメリカは世
界のいたるところに軍事基地を網の目のように張りめぐらしている。
アメリカの現支配層が，表面では「緊張緩和」だの「軍縮」だのと唱えているが，実際それ
は，平和を願望する世界の人民をたよ;らかすための煙幕にすぎなL、。それゆえ平和を重んずる
人間であれば，誰もがアメリカ帝国主義に幻想、を抱いてはならず，アメリカ帝国主義の力によ
る侵略と戦争挑発政策に警戒心を高めならないならない。
人民大衆に戦争の危険の根源を正しく認識させる一方，帝国主義者の準備している核戦争が
L、かに無謀で，かつ犯罪的であるかを暴露することにより，かれらが帝国主義者の侵略と戦争
挑発策動に反対して断固とたたかうよう，思想的に目覚めさせることが重要である。
このことを教授は以下のように述べている。
“Today the United States， ambitious of wor1d conquest， isincreasing armaments. It 
is building a network of military bases in many parts of world. 
The present US ruling circ1es c1amour about “detenteヘ“disarmament"and “interna 
tional stability" but these are， in fact， nothing but lipservice to deceive the world 
people aspiring after peace. That is why al those who value peace should not have 
an il1usion about US imperialists， but be vigilant against their policy of strength for 
aggression and war. 
平和を守る闘争は，今日ではすべてのものに優先する人類に課せられた責務である。それは，
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乎和を守る闘争が，人類の生命を守る闘争だからである。
平和を擁護する闘争は，人類の生命を守る闘争である。人類の運命が個人の運命や個々の民
族の運命よりも大切であり，平和を守ることは，個々の党派や国家がめざす目的よりも重要な
位置を占めることになる。国家や党派の聞に存在する思想的な相違を前面におし立てるのでは
なく，人類の運命を救おうとL、う共通の志向と念願を前面にわしたてて平和を守るために思想
的団結をはからねばならぬ。
教授はこのことを以下のように述べている。
“The struggle to defend peace is the struggle to protect the life of mankind. The 
destiny of mankind comes before the destiny of any individual person or nation; 
safeguarding peace is far more important than the purpose pursued by any individual 
party or country. So it is imperative to bring to the fore the common desire and aspira-
tions to save the destiny of mankind， not the ideological difference among the countries 
and the parties， and to achieve an ideological unity in order to safeguard peace." 
思想的団結なくしては，組織的団結は生まれない。
歴史の主体としての人民大衆の力は団結にある。団結すれば勝利し，分裂すれば敗北すると
いうことは，歴史によって証明された真理である。平和運動における勝利の鍵も平和勢力の団
結にある。
正義と平和を愛する世界の人民はかたく団結して，帝国主義者のあらゆる弾圧と欺臨的策動
を断固はねのけ，妥協のない戦いをくりひろげなければならない。
教授はL、う。
“The might of the popular masses as the subject of history lies in unity. United， 
we stand; devided， we fal. This is the truth confirmed by history. The key to success 
in peace movement also lies in the unity of the peace-loving forces. The world people 
who love peace and justice should， in c10se unity， reject determinedly al forms of 
opprssion and tricks by imperialists ad wage an uncompromising struggle against their 
provocations. " 
平和を守る闘争は，すべての人民の第一義的な戦いである。それゆえ平和運動にはある特定
の国や民族・党派だけでなく，すべての国・すべての民族・すべての人民がこぞって参加しな
ければならない。政見や信教，制度や人種の相違をのりこえて，すべての人聞が団結し，かた
く結束しなければならない。このことを教授は以下のように述べている。
“Since it is the primary task of alI people， not a particular country or nation or 
party but al countries and al nations should participate in peace movement. All 
people， irrespective of the difference in political view， religion， regime and race， 
should unite." 
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しかし，世界に存在する国家や民族は，それぞれ国有の特性をもっており，その地位も役割
もそれぜれの特長をもっている。たとえば国の大小一つをとってみても世界には大国も小国も
あり，また強い国も~~\、国もある。したがって平和運動において果たす役割も国によってそれ
ぞれ異なる。大国は平和を擁護するうえでも大きな役割を果たすことができ，また果さなけれ
ばならない。
だからといって，大国が平和運動において特別な権利を求めるのはあやまりである。また平
和運動か特定の国の指揮棒によって行なわれではならなし、。平和の擁護はわれわれみんなの共
同の任務とならなければならないのである。
このような事情について，グレカツキー教授は次のように教えている。
“Of course， there are countries， big and small， strong and weak， in the wor1d. 
Accoordingly， they may play different role in defending peace. Big copntries may 
and must play a big role in defending peace. 
Nevertheless， big countries should not seek any privilege in peace movement， nor 
should peace movement follow the baton of a particular country. Neither a couatry 
nor a nation cen assume responsibility for the destiny of mankind. Defending peace is 
the common cause of us al1." 
平和を擁護するための共同行動において重要なことは，なによりも平和を守るためにそれぞ
れの国家と人民がその責務を全うすることである。
L、ま，戦争の暗雲は一部の地域だけでなく，世界の5大陸のすべてにただよっている。
それゆえ，それぞれの地域で平和を擁護するために闘争しなければならないのである。
教授はL、う。
“In the concerted action to defend peace， itis， above al， important fro the people of 
every country to fight for peace to the best of their abi1ities. 
The dark clouds of war are now hovering not over one region but over al the five 
continents of the wor1d. Therefore， each region must strive to defend peace." 
各国，各地域の人民は，核兵器の実験と製造・配備を許しではならず，現存の各種の核兵器
を削減し撤去するたたかいを力強く展開し，とくに世界の各地で勢よく展開されている非核・
平和地帯を創設する闘争と反戦・反核・平和運動をさらに力強くおし進めなければならない。
支配階級は権力を掌握してはし、るが， しかし「世論」を無視することはできなL、。
教授はし、う。
“The people of each country and each region should refrain from allowing the test， 
manufacture and deployment of nuclear weapons， wage a vigorous struggle to reduce 
or remove various kinds of existing nuclesr weapons and dynamically step up the 
struggle to establish nuclear-free peace zones in different parts of the wor1d and the 
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anti-war， anti-nuclear peace movement." 
L、ま社会主義諸国は，核実験を禁止し，核軍縮を実現し，宇宙の軍事化を阻止し，核兵器と
化学兵器を廃絶するための積極的な平和提案を行なっているだけでなく，それを実現する実際
の対策を講じている。非同盟諸国をはじめ他の平和愛好国も，世界の平和と安全を守るための
方案を出し，その実現をめざして積極的にたたかっている。平和と正義を重んずるすべての国
と人民は，団結すべきである。
教授は団結の必要性を次のように述べている。
“At present the socialist cauntries have not only put forward positive peace propo-
sals to ban nuclear test， to. realize nuclear disarmament， toprevent the militarization 
of the outer-space and to remove nuclear and chemical weapons， but also are taking 
substantial measures to realize them. The non-aligned and other peace-loving conutries 
have also set forth proposals for defenq.ing peace and security in the world and are 
actively striving to realize them. All counries and al nations which love peace and 
justice should actively support al those proposals which contribute to defending uni-
versal p巴aCeand security." 
6 I南北協力」と「南南協力」
さらに強調しなければならないことは，戦争を阻止し平和を擁護し，人々に自主的で創造的
な生活を営めるようにするためには，新植民地主義にもとづいた不公平な現在の国際経済秩序
を一掃し，南北協力にもとづいた新い、国際経済秩序 (NIEO)をうち立てることである。
今日，発展途上国の人民がなめている苦痛と不幸の根本原因も，帝国主義の経済危機の根源
も，つまるところは南北聞の不均衡と関連している。
L、ま，南の発展途上諸国の人民は，あまりにも生活手段が欠乏し，貧困であるため，人間以
下の悲惨な生活をしているのに反し，北の発達した国では，生活手段がありあまるほど生産さ
れ，ぜい沢すぎて，人々の肉体と精神をむしばむ非人間的な生活になげ込まれつつある。
すなわち，教授はLづ。
“In order to preveut war， defend peace and ensure the people independent and cre-
ative lives， itis important to liquidate the present unfair international economic order 
based on neo-colonialism and to establish a new international economic order based 
on North-Sohth cooperation. 
Both the root cause of the sufferings and misfortunes to which the peoping countries 
are subjected， and the basic source of imperialialist economic crisis are， in the final 
analysis， related to the imbalance between the north and the south. 
Today in the developing countries of the south people lead a subhuman miserable 
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life because of abject poverty， the extreme lack of material wealth， whereas in the 
developed countries of the north people lead a dissipated inhuman life corrupting their 
mind and body because of material abundance， the excessive surplus of wealth." 
今日， 50億の人聞が住んでいる地球は，南北人民の共同の生活環境である。
発展途上国の経済と文化が発展し，豊かな天然資源が充分に開発されれば，南北聞の経済的
・文化的交流がスムーズに実現され，北の国々の経済と文化もさらに発展することができるの
である。北が南を引き続き搾取して，南北聞の格差をますます拡大するのではなく，南と北が
積極的に協力して共に繁栄することができる方向へ進むならば，現在の経済危機も克服され，
世界の平和も守ることができるのである。
南と北が協力するなら，今日の発展途上諸国の抱える困難は，いちじるしく減少するであろ
うし，逆にまたこのことによって先進諸国にも一定の好影響がもたらされるであろう。
グレカツキー教授はこのことを次のように述べている。
“Our earth， inhabited by 5，000 mil1ion deople， is the common place to be shared by 
the people of both the south and the north. Only when the ecomy and culture develop 
and abundant natural resources are fully tapped out in the developing countries， isit 
possible to properly realize the economic and cultural exchange between the north and 
the sonth and to further develop the economy and culture of the northern countr包 as
wel1. 
The north should not widen the gap between the north and the south by exploiting 
the south; both of them should actively cooperate and develop on an equal footing. 
Only then， isit possible to overcome the present economic crisis and defend the 
wor1d peace." 
新植民地主義を打倒して，真の南北協力の途を歩むことができるなら，第三世界の人々の生
活は大きく変化するであろう。
周知のように第二次世界大戦中から戦後にかけて，資本主義のアルゲマイネ・クリーゼはそ
の第二段階にはいった。その重要な要因となったのは植民地体制の崩壊である。すなわち長い
間，植民地・半植民地・従属国とされていたアジア，アフリカ，ラテンアメリカの諸民族の解
放運動の高揚によって，植民地支配の鎖はたちきられ， 1940年代の中葉から60年代の中葉にい
たる約20年の聞に，旧植民地諸国は次々と民族自決権を行使して政治的独立を達成したのであ
る。こうして帝国主義の植民地体制は崩れ去った。
しかし政治的・国家的独立はそのまま民族の真の独立を意味するものではない。多くの独立
国は，中国や朝鮮やベトナムなどと異なって，いぜんとして資本主義体制にとどまっており，
かつアメリカを中心とする帝国主義諸国によって新植民地主義のもとになんなかの形でしばり
つけられているのである。
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古典的植民地主義を生み出した金融資本は第二次世界大戦後も存在し，新しい情勢のもとで，
国家的独立を達成した発展途上諸国を支配しているのである。旧植民地主義は政治的軍事的支
配であり，世界の領土分割を行なった。これにたいし新植民地主義は経済的併合であり，経済
的支配である。帝国主義はこのようにその政策を変更せざるを得なかったのである。今日の新
植民地主義は国家独占資本主義のメカニズムを遇して展開される。
新植民地主義のもとでも，もちろん旧植民地主義と同様に私的資本輪出が重要な意義をもっ
ていることに変わりはない。ただそれは大量の国家資本の補完作用をうけ，それとの結合関係
において展開されてし情。新植民地主義の特徴として寺本光郎氏は以下のように指摘している。
(1) 新植民地主義は「ナショナリズム」に対立するのではなく，それを受け入れ，逆用する。
民族ブルジョアジーとの間に合併会社を創設したり，中東の石油産業にみられるように「経営
参加」によって実施される剰余価値の一部を民族ブルジョアジーや発展途上諸国の支配層に譲
渡しながら固有化をさけ，経済的利益の長期確保をはかる。
(2) 投資部門が新・旧植民地主義では変化した。古典的植民地主義では，私的資本の輸出は，
資源収奪を目的とする農鉱業および商業に集中しており，工業化を妨げるために製造業への投
資は意識的に抑えられていたが，新植民地主義下では，発展途上国の経済発展計画を重視し，
製造業にたいする投資の比重も高まっている。
(3) 新植民地主義は貿易の面でも貫徹される。それは「援助」的物資の世界市場価格より20
""'30パーセントも高い価格での押しつけとか， ECなどにみられる特恵制度，輸出入価格の格
差拡大による不等交換などとしてあらわれてい。
(4) 新植民地主義は「国際化=集団化」に向っている。各国の金融資本は個別的に新植民地
主義を展開しながらも，発展途上諸国の民族運動の高揚，生産と資本の国際的集積の高度化と
国家独占資本主義の国際体制の発展とL、う条件のなかで，発展途上諸国にたいする新植民地主
義の「国際化Jと「集団化Jを強めているのである〔以上， (1)から(4)の指摘は寺本光郎著『新
植民地主義と南北問題~ (大月書庖〉の第1主主「新植民地主義の戦略と戦術」に依る。〕
新植民地主義は，帝国主義=金融資本を土台としており，それゆえ深刻な矛盾を内包してい
る。新植民地主義は発展途上国の資本主義的発展を認めてはいるが，それは帝国主義の競争相
手となるような発展ではなく，限定された，帝国主義に従事するところの資本主義的発展であ
る。しかし育成された発展途上諸国のブルジョア階級は，一定の段階になると，園内市場の自
己支配，世界市場への進出を目指そうとする。
また新植民地主義は集団的植民地主義の形態をとるとはL、え，各国金融資本の矛盾を解消す
るものではない。ここにも新植民地主義の矛盾がある。
このような新植民地主義を打破して，第三世界の発展途上諸国が，その自主的発展の途を歩
むためには何よりも新国際経済秩序の確立が不可欠な急務で、ある。そのためにはまず南北協力
が実施されなくてはならない。
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周知のことであるが，ここで「南」というのは「北」と比較して，経済的，文化的，社会的
に遅れた国をさし， r北」というのは先進諸国，先進地域をさしている。また「東」が社会主
義世界をさし， r西」が資本主義世界をさす用語とされているが，これらの東・西・南・北な
どの表現はもちろん科学的で、はない。しかし南北問題，南南問題とL寸用語は今日広く用いら
れており，東西問題としづ用語も存在している。
南北協力を実現するためには，なによりもまず，新植民地主義にのっとった現在の国際経済
秩序をなくし，南北協力の精神にのっとった新しい国際経済秩序をうちたてなくてはならない。
南北協調の精神にのっとった新しい国際経済秩序を確立したうえで重要なことは，発達した
国が発展途上国に対して，真に助力する立場に立って，病にかからせてから薬を与えるような
援助ではなく，発展途上国がひとり立ちできるような援助，私心のない援助を与えることであ
る。発達した国が発展途上国に真心からの援助を与えて，途上国の経済が発展し，人民の購買
力が高まれば，発達した国の商品の販路も首尾よく聞け，原料危機・燃料危機から脱して，経
済も早いテンポで発展させ，失業問題も解決することができる。
発達した国は，発展途上国を経済的技術的だけでなく，文化的にも協力すべきである。
世のなかでもっとも貴重なものは人間であり，人間改造を助けることこそ，根本的な協力な
のである。それゆえ，発達した国はなによりも，発展途上国の保健・医療事業や教育事業を援
助し，民族幹部養成事業を積極的に援助すべきである。
これらの重要性について，クレカツキ一教授は次のように述べている。
“In ord巴rto realize North-South cooperation， itis necessary， first of al， to abolish 
the present international economic order based on neo-colonialism and establish a new 
international economic order based on North-South cooperation. 
What is important in establishing a new international巴conomicorder based on the 
spirit of North-South cooperation is that developed countries should sincrely help the 
developing countries and give them s巴lfl巴s aid， not an aid of giving a man both a 
disease and a cure， so that the latter can dev巴lopon its own. The developed countries 
should sincerely help the developing countries so that the latter can develop its 
economy and increase the purchasing power of its people. Only then， isit possible 
for the d巴velopingcountries to realize their commodities better， extricate themselves 
from the crisis of raw mat巴rialsand fuel， develop their economy faster， and solve the 
problem of unemployment." 
しかし先進資本主義諸国の現在の路線は，南北協力の途ではなく，逆の方向に進んでいる。
北の発達した国は，彼らのかいい、政権をあと押ししたり，民族分裂や民族間の不和をかも
して漁夫の利を得るような行動をやめるべきであり，途上国の人民が真の民族的統ーをなしと
げ，自主的な道へ進むことができるように，政治的に協力すべきである。
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教授はL、う。
"The developed countries in the north should not back their puppet regimes and 
bring about national split and discord among nations to fish in the troubled waters， 
but should politically help the people of developing countries to achieve genuine nati-
onal unity and take the road of independence." 
しかし，現実は南北協力の途を歩んではいない。
南北問題には二つの動きがみられる。一つは，先進諸国との関係で，発展途上諸国の共通の
利害と集団的自立更生をめざす「新国際経済秩序」を確立しようとする方向であり，他の一つ
は，発展途上諸国の内部にある分化の方向である。すなわち石油産出・輸出国， NICS諸国，
「後発発展途上国J(LLDC) ， r最大被害国J(MSAC)などの諸国家グループの形成であり， そ
れぞれのグループは世界経済におけるその位置と役割を異にしている。こうした事情もあって，
南南協力もスムースに実現してはL、ない。
南南協力の実現のためには，南に属する国々が，目先の利害にのみとらわれず，長期的な見
透しのもとに，集団的自力更生の途を歩むとL、う意志の統一が必要である。そしてこのような
方向への歩みが確実になされてはし、るのである。
1974年の国連特別総会は，非同盟諸国77カ国グループを中心にして，アメリカなど先進西側
諸国の妨害を排除して， r新国際経済秩序の樹立に関する宣言および行動計画Jならびに「諸
国家聞の経済権利義務憲章」を採択した。
そこには，諸国家聞の主権，領土，独立の保全，平等と互恵などが明記されており，またそ
れまでの旧国際秩序は先進国による発展途上諸国にたいする支配政策を実行するものであり，
「貧しL、国がますます貧しくなり，富める国がますます豊かになる」不合理なものであること
が指摘されている。
こうして1970年代に発展途上諸国の人民経済的自立の重要性を確認し，非同盟諸国の運動が
力強く発展した。しかし，石油資源の国有化とLづ方向での効果はあったが，帝国主義の側か
らの共同反撃も強く，新国際経済秩序の実現への途は容易でないのが現状である。
発達した国がいまなお新しい国際経済秩序を受け入れて実現することを快しとしない情況の
もとで，第三世界諸国は，まず南南協力を発展させることが重要で、あるとグレカツキー教授は
L、7。
南南協力は，非同盟諸国と発展途上諸国が集団的自力更生の原則のもとに経済的技術的に協
力しあL、経済的自立をなしとげ，政治的独立を強固にするための共同の戦略であり，古い経
済秩序を打ち破り，新しし、国際経済秩序をうちたてる闘争の一環である。
発展途上国は，~大な人的・物的資源をもっているばかりでなく，互いに交流することので
きる技術も持っている。こうした情況のもとで発展途上国が集団的自力吏性の原則のもとに南
南協力を拡大発展させていくならば，豊富な潜在力を新しL、社会の建設に効果的に動員し利用
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することができ，国家聞の経済的協力を実現し，新しい国際経済秩序を確立するうえで決定的
に貢献することができる。
南南協力は集団的な自力更性の実施であるの先進資本主義諸国が，自発的に南北協力の途を
歩まないのが現状である以上は，残された途となるのである。
教授はし、う。
“As the developed counries are not yet wi1ing to accept a new international econo-
mic order， itis important for the Third World countries to develop first South-South 
cooperation. 
The developing countries hav巴 enormousmanpower and inexhaustible natural reso句
urces as well as techniques that can be exchanged between them. Under thess circu-
mstances， ifthey expand and develop South-South cooperation on the principle of 
collective self-reliance， the developing countries can tap out and utilize their rich 
potentials effectively for the bui1ding of a new society realize economic coop巴ration
among the countries and make a decisive contribution to establishing a newinternatio司
nal economic order." 
今日，発展途上国においては，飢餓と貧困・病魔からの脱出がもっとも緊急な問題となって
L、る。飢餓と貧困・病魔からの脱出なしには，新植民地主義のくびきから抜け出ることができ
ず，国家と社会の主人として自主的に，創造的に生きてゆくことはできない。南南協力をしな
ければ，極貧状態から抜け出る闘争を行なうことも，経済的自立を達成することも，政治・思
想・文化の分野において， より緊密な協力を拡大発展させることも不可能である。
教授は，このことを次のように述べている。
“Today， the developing counties must carry out the most urgent task to free them-
selves from famine， poγerty and disease. Otherwise， they can neither get out of the 
yoke of neo-colonialism nor can they live independently and creatively as masters of 
the state and society. Soth-South cooperation makes it possible to be free from abject 
poverty， attain econemic selfsufficiency and develop closer cooperation in the domains 
of politics， ideology， culture." 
人類の思想的・文化的富には，それを創造した国家と民族の固有な特性が反映されていると
同時に，人間の自主的な要求と志向・創造能力も体現されている。人類の苦心した探求と努力
の結果，人類の進歩的な思想、が高い水準に達し，科学と技術が発展をとげている今日にいたっ
て，発展途上国の聞には，教育・医療・科学分野において協力と交流をさらに拡大発展させる
ことのできる広い展望が聞かれた。
こうした交流を発展させるためには，第3世界諸国が何よりも互に尊重しあう立場に立つこ
とが重要である。世界における人聞の地位と役割を高めることに少しでも寄与しうる思想と文
22 立教経済学研究第42巻第2号 1988年
化であるなら，それがどの民族，どの人民が創造したかにかかわらず，その価値を公明正大に
評価しなくてはならない。
帝国主義者が，引き続き新植民地主義やアバルトへイトにすがりついて発展途上国の人民の
政治的統ーと安定を破壊しようと策動している情況にあって，途上国の人聞が政治・経済・文
化の分野において南南協力を発展させることが重要である。
このことを教授は以下のように述べている。
“The ideological and cultural wealth of mankind reflects the inherent characteristics 
of the countries and nations which contributed to create it， and embodies the demand 
and aspirations for independence and creative abilities of human beings. 
Thanks to the strenuous study and efforts of mankind， progressive thoughts have 
reached a highest level， and science and technology have made a progress. This 
has opened up broader vistas for th8 cooperauon and exchange among the developing 
countries in al areas of education， public health and science. 
In promoting the exchange among the Third World countries， itis important， above 
al， for them to r巴specteach other. It is desirable to fairly evaluate al those ideas 
and culture capable of making even the smallest contribution to enhancing man's 
posittion and role in the world， with no regard to which nation or people have created. 
Since the imperialists， resorting to neo-colonialism and apartheid， are making an 
attempt to disturb the political unity and stability of the developing countri8s， the 
people of the develping countries must effect South-South cooperation in the spheres 
of politices， the economy and culture." 
世界が一つの家庭のように仲むつまじく暮すようになることはわれわれの願いである。その
ためには，一人一人の人間の真の自由と平等が実現され，さらに人間相互の信頼性=信義と愛
が確立される社会を建設しなければならない。
人聞は誰にも抑圧されず，自主的に生きることを願う存在である。と同時に人聞は孤立的に
ではなく集団的・社会的にのみ生きることのできる存在である。人間は互に信頼し協力しあっ
てこそ，個人として実現することのできない大いなる力を発揮し，自然と社会を改造して生き
ることができるのである。
個人個人の関係においては，平等の原理が貫徹され，社会的生活においては統一と団結を強
化しなければならなL、。そして人間同士の統一と団結は愛の裏付けなくしては存在しえない。
それは美しい世界をつくろうとする目的で一致している人々の愛であり，すなわち同志愛であ
る。
クレカツキー教授は次のように述べているつ
“Equality and love constitute two aspects of human nature towrds independence. 
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For this nature of his， a man， on the one hand， opposes subjugation and inequality 
in personal r巴lationshipsand strives to advocate and realize his own dignity and inde-ニ
pendence better， and， on the other hand， tries to acquire a larger social integrity. 
If politics is fulfil its basic mission， itshould， of course， give full play to the inde-
pendence and creativity of individuals on the basis of equality and cement the unity 
and cohesion of the community on the basis of comradely love." 
すなわち，教授は「平等と愛が，人間の自主的本性の両側面である」ことを指摘し，人聞は
このような本性をもっているために，一方では個人対個人の関係において，従属と不平等に反
対し，個人の尊厳と自主性を擁護し，それをよりよく実現しようとするのであり，他方では生
命と生命を結合させて， より大きな社会的生命をになおうとするのであり， より多様な個性と
能力をもった人々が， より有機的に結合し，むつまじく団結した社会的集団を形成すればする
ほど， より大きな生命力をもった社会的集団となるのであり，それゆえ平等の原理と同志愛の
原理に基づいての団結が必要であると述べているのである。
ではこのような理想社会を実現するためにはどうすればよいのか。
新しL、理想、社会を実現する闘争は，一言でいえば，人民大衆の自主性を実現することを目的
とするものである。"¥"、かえれば，それは，人民大衆が自然と社会のあらゆる従属と束縛から
解放されて，自主的で創造的な生活を実現するための闘争である。
自主的に生きょうとするのは人聞の本性的な要求である。人聞から自主性をとり去るなら動
物と異なるところは何れもなくなる。動物は， 自主的でなく受動的に，ただ自然の一部として
本能的に生きるにすぎない。
自主的な要求を実現するための活動こそ，人間の生活である。人類が発展してきた全過程を
みても，それは自主性を実現するための闘争であったということができる。そして自主性を実
現するための闘争は，人類が存在する限り続くものとみることができる。
しかし自主性のための闘争には種々の段階がある。ではどのような闘争が最も高い段階の闘
争であろうか。それは革命闘争である。革命闘争は人間の自主性を実現するための根本的闘争
である。すなわち革命闘争は，人聞の地位と役割を根本的に変革する闘争である。
もともと人聞の地位と役割は統一されていなければならなL、。
過去の歴史をみても，人民大衆は社会の発展において根本的な役割を果たしてきた。彼らは
生産の実質的担当者であり，歴史の真の創造者であった。それゆえ人民大衆は国家と社会の主
人の地位を占めるべき存在である。
人民大衆は国家と社会の主人の地位を占めるなら，彼らはその無尽蔵な力を発揮するであろ
う。しかしながら長い階級社会の間，人民大衆は主人の地位を占めることができず，社会発展
において何らの役割も実質的に果たすことのない支配階級が社会の主人としての地位を占めて
いたのである。こうして人聞の本性からみて全く不合理な階級社会が存続してきたのである。
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創造的活動の担い手である人民大衆が，自主的に生きる権利を奪われている不合理な社会は，
人間の本性からみて必ず変革されなくてはならない。この点の変革なくしては，人類の理想社
会を実現することは不可能である。
人民大衆はその役割に相応して地位を占めねばならない。しかしこのことを妨げるのは旧支
配階級である。彼らは自己の特権的地位を守るためにあらゆる手段を行使する。しかし人民大
衆が支配階級を打倒し，政治権力を自己の手中にしなければ社会の主人となることはできない。
勤労人民大衆が支配階級から政治権力を自己の手に奪い返すことが，必要である。
古い社会制度を新しい社会制度に変革するに際して，何よりも重要なことは，古い国家の政
治権力を奪取することである。政権は，人々の地位と役割を規定する基本要因である。
反動的支配階級は，政権を手にして人民大衆にたいする政治的支配を実現する。
次に人民大衆は生産手段を所有し，経済の主人とならなくてはならない。
人民大衆が経済的にも主人となるためには，政権の掌握に基づいて，生産手段に対する所有
権も握らなければならなL、。そして経済生活でも主人の地位を占め，主人の役割を果さなけれ
ばならない。
しかし人民大衆が自然と社会の主人となるためには政権と生産手段の所有だけでは不十分で
ある。
社会的な不合理，社会的な抑圧と従属を一掃し，人民大衆が先進的な思想、と文化を所有する
権利が保障されたとしても，人民大衆が新しい思想、と文化を自らのものとして身につけること
ができなければ，真に社会の主人となったとはいえない。
人民大衆が社会の真の主人となるためには思想革命と文化革命が必要であるのはこのためで
ある。
さらに，人民大衆は新社会を樹立するだけで、は，自然の主人となることはできない。人民大
衆が自然の主人となるためには，豊富な物質的富を生産しなければならない。ここに技術草命
の必要である理由がある。こうして人民大衆が政権と所有権を手中にし，人民政権が樹立され
たもとでの，思想、草命・文化革命・技術革命なくしては，人類の理想、社会は実現されないので
ある。
元来，自然改造・社会改造・人間改造は不可分の密接な関係にある。たとえ先進的な社会制
度を樹立したとしても，自然改造と人間改造がこれに伴なわなければ，人民大衆が新しい社会
の主人になる問題は完全に解決することはできない。例えば人民の政権が樹立さたとしても，
人民が文盲から抜け出し，飢餓から解放されなければ，かれらが政権の主人としての役割を果
たしたということはできない。
思想、・技術・文化の3大革命を力づよく展開し，人間改造を社会制度改造においつかせてこ
も人民大衆が政治・経済・文化などの社会生活のすべての分野で実質的に主人の地位を占め，
主人の役割を果たしたといえるのである。そして人民政権プラス 3大革命の実現によって，人
歴史の岐路に立つ人類の課題
類の理想、社会，世界の自主化と平和が実現されるのである。
今日，自然改造にくらべて社会と人間の改造は立ち遅れている。
このことについてグレカツキー教授は以下のように述べている。
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“Internationally， the greatest defect that can be found today is that the remoulding 
of man and the transformalion of society are lagging fa.r behind the transformation of 
nature. 
The productive forces， science and technology of mankind have so highly developed 
that aa enormous amount of material wealth is being produced， but the political， ideo-
logical and cultural level of people is very backward. For this reason， the priceless 
material wealth and possibilities created by mankind are not used for the improvemeut 
of peopl's independent and creative life， but are wasted for the luxurious life of a 
minority of privileged persons and for the production of mass destruction weapons. If 
they fairly shared and rationally used the science and technology， developed by man-
kind down through the ages， and the material wealth produced on their basis， al 
people would remove imbalance and inequality in al areas of politics， the economy 
and culture， and would be able to enjoy a worthwhile and happy life." 
すなわち，世界的にみて，人間の社会生活における最大の病根は，自然改造に比べて人間改
造と社会改造がはるかにたち遅れていることである。
今日，人類の生産力と科学技術はきわめて高い水準に達し，以前とは比較できなL、ほど多く
の物質的財貨が生産されているが，人間の政治水準と思想・文化水準は甚しく立ち遅れている。
そのため人類が創造したすべての貴重な物質的財貨は，人間の福妊のために利用することがで
きず，少教の富裕な人間や軍備のために使用されている。
しかし社会改造と人間改造によって，人類の物質的富が，人民大衆の自主的な生活のために
役立つようになるなら，人類は現在の不公平かっ不安定な状態から脱出して，幸福に生きるこ
とができるのである。このための前提条件は平和である。核兵器の存在する今日， -切の軍備
を全麗し，平和を維持することが，すべてに優先する人類の第一の課題である。
以上，歴史の岐路に立つ人類の重要課題についてのクレカツキー教授の報告をベースとして，
若干の考察を試みたのであるが，私たちの責任は，かつてのいかなる歴史的時期にくらべても
重いといわなければならないであろう。(1988年5月7日〉
